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特定非営利活動法人日本栄養改善学会ＮＰＯ第18期5月度理事会議事録

Ⅰ．日 時：2021年5月23日（日）14:00～16:00
Ⅱ．場 所：ＷＥＢ会議

Ⅲ．出席者数：理事総数20名 出席理事数20名

Ⅳ．出席理事氏名：村山伸子（理事長・第68回学術総会会長・議長）、南久則（副理事長）、赤松

利恵、上西一弘、菊地和美、木戸慎介、木村典代、小切間美保、酒井徹、下浦佳之、瀧本秀

美、武見ゆかり、塚原丘美、中出美代、中村美詠子、名和田淸子（第69回学術総会会長）、

山本浩範、由田克士、荒井裕介（委任出席）、小原仁（委任出席）

出席監事氏名：川島由起子、冨田教代

Ⅴ．議事録署名人の選任に関する事項

議長より本日の議事をまとめるに当たり、議事録署名人2名を選任することを諮り、塚原丘美理

事及び中出美代理事を選任することを全員異議なく承認した。

Ⅵ．審議事項 ※（ ）は提案説明者

◆審議事項

【Ⅰ．庶務関連事項】

１．名誉会員および終身会員候補者の推薦（村山理事長）

２．会員の休会（上西庶務担当理事）

３．管理栄養士の教育のあり方委員会に関する細則の改廃（上西庶務担当理事）

４．物故者の追悼記事掲載に関する申し合わせの改定（上西庶務担当理事）

５．2021年度通常総会・評議員会の準備（上西庶務担当理事）

【Ⅱ．編集関連事項】

１．栄養学雑誌の転載許諾にかかる規定の整備（中村編集担当理事）

【Ⅲ．学術関連事項】

１．2021年度功労賞・学会賞・奨励賞（村山理事長）

２．第69回学術総会準備状況（名和田理事・第69回学術総会会長）

３．第72回（2025年）からの学術総会の持ち回り順について－意見交換－（武見学術担当理事）

【Ⅳ．NPO第19期事業計画案および予算案】
１．NPO第19期事業計画案および予算案の概要（村山理事長）
◆報告事項

【Ⅰ．庶務関連事項】

１．役員の異動（上西庶務担当理事）

２．NPO第18期支部会別・都道府県別会員の状況（上西庶務担当理事）
３．今後の会議・活動予定（上西庶務担当理事）

【Ⅱ．財務関連事項】

１．NPO第18期経費執行状況－第67回学術総会会計報告、見込決算を含む－（塚原財務担当理事）
【Ⅲ．編集関連事項】

１．栄養学雑誌編集委員会報告（中村編集担当理事）

２．学会監修書籍（村山理事長）

【Ⅳ．学術関連事項】

１．NPO第18期事業執行状況（武見学術担当理事）
２．第68回学術総会準備状況（村山理事長・第68回学術総会会長）

３．食環境整備推進委員会報告（赤松理事）

４．食品データベースに関する連絡・検討会報告（由田理事）
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５．「健康な食事・食環境（スマートミール）」認証事業（武見学術担当理事）

６．日本栄養学学術連合（武見学術担当理事）

７．日本医学連合「領域横断的なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググループ」への

参画（南副理事長）

【Ⅴ．広報関連事項】

１．ホームページ事業（酒井広報担当理事）

２．JSNDメールニュース事業（酒井広報担当理事）
【Ⅵ．国際関連事項】

１．第22回国際栄養学会議準備状況（村山理事長）

２．国際活動推進委員会報告（瀧本国際担当理事）

【Ⅶ．厚生労働省委託事業】

１．令和２年度事業報告（村山理事長）

【Ⅷ．支部会報告】

１．北海道支部会（菊地理事）

２．東北支部会（書面報告）

３．関東･甲信越支部会（木村理事・支部長）

４．北陸支部会（山本理事・支部長）

５．東海支部会（塚原理事・支部長）

６．近畿支部会（小切間理事・支部長）

７．中国支部会（名和田理事・支部長）

８．四国支部会（酒井理事・支部長）

９．九州･沖縄支部会（南副理事長）

Ⅶ．議事の経過の概要及び議決の結果

◆審議事項

【Ⅰ．庶務関連事項】

１．名誉会員および終身会員候補者の推薦･･･4月25日の名誉会員・終身会員推薦委員会の結果、名

誉会員候補者は該当者なし、終身会員候補者として田中明氏、田中久子氏、春木敏氏、峯木眞知

子氏の4名を、評議員会・通常総会に推薦することを承認した。参考資料として5月17日現在の名

誉会員・終身会員名簿が配布された。

２．会員の休会･･･正会員2名の休会届が画面共有で報告され、これを承認した（会員に関する細則

第4条）。休会会員の氏名は個人情報保護の立場から非公開とする。

３．管理栄養士の教育のあり方委員会に関する細則の改廃･･･配付資料により、平成29年度から4年

にわたり受託した厚生労働省管理栄養士専門分野別人材育成事業「教育養成領域での人材育成」

の事業報告をもって、管理栄養士の教育のあり方委員会の活動目的が達成したことが説明された。

本年10月31日の現委員の任期満了をもって、委員会を解散し管理栄養士の教育のあり方委員会に

関する細則を廃止することが提案され、これを承認した。

４．物故者の追悼記事掲載に関する申し合わせの改定･･･名誉会員の追悼記事掲載について改定案

が配布された。原案の一部を修正し、これを承認した。承認された申し合わせは別紙のとおりで

ある。

５．2021年度通常総会・評議員会の準備･･･通常総会・評議員会の議事次第と開催方法について原

案を承認した。総会資料作成のため担当議題（支部会含む）の資料は、7月13日必着で事務局に

提出することを確認した。

【Ⅱ．編集関連事項】

１．栄養学雑誌の転載許諾にかかる規定の整備･･･機関リポジトリへの登録と著作物の使用許諾に
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ついて、学会の基準と手続き方法を明文化した原案の内容を承認した。名称については、許諾の

判断基準を示す性質上、本学会の定款、細則、申し合わせ等に照らし合わせて、次回理事会で審

議することを合意した。

【Ⅲ．学術関連事項】

１．2021年度功労賞・学会賞・奨励賞･･･5月15日の学会賞等選考委員会の報告を受け、2021年度の

受賞者を次のとおり決定した。

功労賞 山部秀子

学会賞 赤松利恵、小切間美保

奨励賞 黒谷佳代、森博康

２．第69回学術総会準備状況･･･事業の概要が配布され、これを了承した。

期 日 2022年9月16日～18日

会 場 川崎医療福祉大学（岡山県倉敷市松島288）

開催形式 ハイブリッド開催を予定

テ ー マ これまでと今、これからをつなぐ栄養学～中国5県から食と健康のご縁を結ぶ～

運営会社 株式会社メッド

３．第72回（2025年）からの学術総会の持ち回り順について－意見交換－･･･前回理事会で提案し

た持ち回り順（3案）について、各支部の検討状況を支部選出理事が報告した。各支部の報告を

受け意見交換を行った結果、次の3点を合意した。この合意事項を踏まえた修正案を、あらため

て支部長に提示し、次回理事会（支部長会議合同）で審議・議決できるよう準備を進めることを

確認した。

〔合意事項〕

１）本学会のメイン事業である学術総会は、多くの会員にとって参加しやすい環境（日程、アク

セス）での開催に配慮すること。

２）１）を踏まえて、今までの持ち回りを踏襲した案１は除き、案２と案３で検討する。案２、

案３をベースにアレンジした提案も可とする。

３）「合同」対象となる北海道、東北、北陸、東海、中国、四国は、この提案を受けていただき

たい。なお「合同」対象の地域で、実際に学術総会を開催する際の「合同」の方法は当該支部

会に一任する。必ずしも今までの範囲を拡大した所属道県全てから実行委員会を組織する、と

いうことではない。

【Ⅳ．NPO第19期事業計画案および予算案】
１．NPO 第19期事業計画案および予算案の概要･･･概要案が配布された。会員数は現状を鑑み、実
現可能員数（正会員4,400名、学生会員300名、協力会員20口）で試算した結果、当該収支差額が

300万円程度の赤字予算であることが説明された。事業計画および予算の最終案は、学術総会事

業、支部会事業などの計画を踏まえて、次回理事会で審議・議決することを確認した。

◆報告事項

以下の報告事項について、事前配付や会議当日の画面共有などにより資料が提供され、担当者か

ら説明があり、すべて了承した。

【Ⅰ．庶務関連事項】

１．役員の異動

２．NPO第18期支部会別・都道府県別会員の状況
３．今後の会議・活動予定

【Ⅱ．財務関連事項】

１．NPO第18期経費執行状況－第67回学術総会会計報告、見込決算を含む－
【Ⅲ．編集関連事項】
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１．栄養学雑誌編集委員会報告

２．学会監修書籍

【Ⅳ．学術関連事項】

１．NPO第18期事業執行状況･･･非対面事業の表記を統一することを合意した。
２．第68回学術総会準備状況

３．食環境整備推進委員会報告

４．食品データベースに関する連絡・検討会報告

５．「健康な食事・食環境（スマートミール）」認証事業

６．日本栄養学学術連合

７．日本医学連合「領域横断的なフレイル・ロコモ対策の推進に向けたワーキンググループ」への

参画

【Ⅴ．広報関連事項】

１．ホームページ事業

２．JSNDメールニュース事業
【Ⅵ．国際関連事項】

１．第22回国際栄養学会議準備状況

２．国際活動推進委員会報告

【Ⅶ．厚生労働省委託事業】

１．令和２年度事業報告

【Ⅷ．支部会報告】

１．北海道支部会

２．東北支部会

３．関東･甲信越支部会

４．北陸支部会

５．東海支部会

６．近畿支部会

７．中国支部会

８．四国支部会

９．九州･沖縄支部会

以上


